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男女共同参画を理解し、推進する上でのキーワードを解説します。（巻末に用語解説を行っていますが、特に重要な

ものを巻頭で解説します。） 

男女共同参画社会 

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が

確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を

担うべき社会のことを言います。 [男女共同参画社会基本法第 2 条] 

 

男女共同参画 

男女が、お互いにその人権を尊重し、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における

活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うことと、地方

公共団体の多くの男女共同参画推進条例において、男女共同参画社会の形成を目指す上での「手段」に焦点を

当てて定義されています。 
 

ジェンダー 

人間には生物学的性別（セックス／sex）がある一方、社会通念や慣習の中には、社会によってつくりあげられた

「男性像」「女性像」があり、このような男性・女性の別を「社会的・文化的に形成された性別」（ジェンダー／

gender）と言います。「社会的・文化的に形成された性別」は、それ自体に良い、悪いの価値を含むものではなく、

国際的にも使われています。 [国第 5 次男女共同参画基本計画] 

 

男女共同参画の視点 

男女共同参画社会基本法の基本理念に基づく、本計画における次の基本理念①～⑦を踏まえた立場や観点。 

施策や事業、取組は、これらの立場や視点を踏まえ、男女共同参画推進の阻害要因となる性別による固定的な役割

分担や不平等、格差の解消につながっているか、貢献しているか（あるいは、かえって助長していないか）ということに

留意することが求められます。 

①男女の人権の尊重 

②社会における制度又は慣行についての配慮 

③方針等の立案及び決定への共同参画 

④教育の場における配慮 

⑤家庭生活における活動と他の活動の両立 

⑥性と生殖に関する健康と権利の尊重 

⑦国際的協調 

 

ジェンダー平等 

男性と女性が平等に権利と機会を享受し、責任を分かち合い、意思決定に対等に参画できる状態。ジェンダー

（社会的・文化的に形成された性別）にかかわらず、平等に機会を与えられることを指しており、性別による不平等や

不均衡は社会的な構造に起因するという意味を含んでいます。また、男女に限らず、性的マイノリティを内包しています。 

計画におけるキーワード 
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ジェンダー平等は、国連憲章、そして、憲法で謳われる普遍的な価値です。近年では、SDGs（持続可能な開発

目標）が強調するように、ジェンダー平等は、持続可能な社会・経済の必須要件であるという考え方が国際社会で

は定着し、世界各地で、政府や民間企業が、女性に対する差別や暴力の根絶、性別による固定的な役割分担の

解消に向けた取組を加速しています。 

 

男女共同参画とジェンダー平等 

近年、男女共同参画社会の形成に向けて、その基本理念の１つである「国際的協調」への要請がより高まっており、

特に、SDGs（持続可能な開発目標）への社会的関心が高まる中で、「ジェンダー平等」が「男女共同参画」と

並んで人々の間に浸透しています。男女共同参画とジェンダー平等は、どちらも英語では gender equality と表記

され、社会のあらゆる分野における事実上の平等の達成を目指し、性別による固定的な役割分担や偏見、差別等

ジェンダー（gender）に起因する不平等や格差（ジェンダーギャップ）の解消を図る「男女共同参画社会の形成」に

向けた取組においては、基本的に同じ意味で使用されます。一方、「男女の意思決定への対等な参画」が焦点化

されるときには「男女共同参画」、「ジェンダーギャップの解消」をより強調する必要があるときには「ジェンダー平等」が

使用されるなど、事実上の平等の達成を目指す上での様々な課題に対応する観点から、あえて使い分ける場合も

あります。このようなことから、本計画においては、本町の現状・課題を踏まえた重要性・必要性に応じて使い分け、

「男女共同参画・ジェンダー平等」と並列したり、「男女共同参画」、「ジェンダー平等」をそれぞれ特立して表記して

います。 

 

ジェンダーギャップ 

男女の違い（ジェンダー）により生じる格差のこと。世界経済フォーラム（WWF）が毎年発表している男女格差の

度合いを示す「ジェンダーギャップ指数」は、経済活動や政治への参画度、教育水準、出生率や健康寿命などから

算出される、男女格差を示す指標です。 

 

ジェンダーバイアス 

人や社会が男女の役割や性差について固定的な思い込みや差別・偏見を持つこと。「男らしさ」「女らしさ」という

観念をもとに、「男は仕事、女は家庭」などと男女の役割を固定的に考えることや、性差に対して差別や偏見を持ち、

行動することなどは、日常の中で無意識のうちに行われることも少なくありません。ジェンダーバイアスは、個人の可能性や

仕事の選択を狭めてしまうことになり、解消していくことが求められています。 

 

固定的な性別役割分担意識 

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが 適当であるにもかかわらず、「男は仕事・女は家庭」、

「男性は主要な業務・女性は補助的業務」等のように、男性、女性という性別を理由として、役割を固定的に分ける

考え方のこと。 [国第 5 次男女共同参画基本計画]  

 

無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス） 

誰もが潜在的にもっている思い込みのこと。育つ環境、所属する集団の中で無意識のうちに脳にきざみこまれ、既成

概念、固定観念となっていきます。 [国第 5 次男女共同参画基本計画]  

  


